
「もののけ姫」と歴史学者網野
善彦氏

もう20年近く前のことになるが、
宮崎駿監督のアニメーション映画に
『もののけ姫』という作品があった。
劇場公開とともに大変な評判となり、
多くの人が映画館に足を運んだ。ま
たテレビでも繰り返し放映されたの

で、最近の大学生でもほぼ全員がそ
のストーリーを知っている。歴史
的真実ではないにしても、日本中世
（それも戦国時代）を背景にしてい
て、大人が見ても引き込まれるリア
リティーがあり、専門の研究者の間
でもさまざまな論評が行われた。そ
れもそのはずで、20世紀後半の歴史
学界に大きな影響を与えた網野善彦
氏の歴史観をストレートに反映して
おり、多くの研究者（歴史分野のみ
ならず他分野も含めて）が議論の場
に参加した。劇場公開の際に頒布さ
れた「もののけ姫」のパンフレット
には網野善彦氏が語ったページがあ

り、それには「『自然』と『人間』、
二つの聖地が衝突する悲劇」という
タイトルが付されている。『ものの
け姫』はストーリーの展開が早く、
そのあらすじを追うことは容易では
ないが、このタイトルにより誰でも
物語の仕組みを把握できることにな
る。網野氏の歴史観とそれを具現化
した宮崎氏の才能には今もって驚嘆
せざるを得ない。「自然の聖地」はサ
ンという山犬に育てられた少女によ
って象徴され、「人間の聖地」はエボ
シゴゼンという白拍子風の女性によ
って率いられている。両者は一騎打
ちをも辞さない闘志を有していて、
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新見荘の領域と大成山遺跡（国土地理院の 20万分の 1地形図をもとに作成） 
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図1　新見荘の領域と大成山遺跡（国土地理院「地理院地図（電子国土web）」をもとに作成）
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それぞれに率いられた動物と人間が
入り乱れての決戦を挑む。自然と人
為との戦いなのである。その背景と
して天長様のいる京都があり、天長
様と現地を結ぶ曰くありげな山伏や
アサノ公方という大名も登場する多
彩なキャスティングである。場の設
定が明快であり、パンフレットによ
れば山陰地方にそのモデルがあると
いう。さらに東北の白神山地付近か
ら呪いの謎を解こうとしてやってき
たアシタカという好青年が、生死を
かけたラブストーリーを展開させつ
つ、問題解決に向かって努力するの
である。そこには現代社会が直面し
ている人類のサスティナビリティー
が投映されていた。
このような壮大な物語の中心にタ

タラ場がある。エボシゴゼンに率い
られた集団は、上質の鉄を生産し、
牛を輸送手段としてシシガミの森と
いう深い自然林を越えて市場まで運
び、そこで米などの生活物資に交換し
て日々の集団生活を維持している。
鉄生産の拡大にともなって自然林は
破壊され、人為と自然の深刻な対立
となるのである。

中世荘園における鉄年貢の貢
納

中国地方には実際に鉄を年貢とし
て供出する中世荘園があった。砂鉄
を産することで知られている伯

ほうきのくに

耆国
や出雲国に近接する備

びっちゅうのくに

中国に存在し
た新見荘である（図1）。この地は、
現在の岡山県新見市にあたる。瀬戸
内海に注ぐ高

たか

梁
はし

川
がわ

の上流域であり、
砂鉄包含層が広く分布し、たたら製
鉄が盛んに行われた地域であった。
人文地理学の研究成果によれば、
鉄
かんな

穴流しという技法により大規模な
砂鉄採取が行われたため、前近代に
おいて大きく地形が変化したことが
明らかにされている。備中国新見荘
は、本家が最勝光院、領家を小槻家
として平安時代末期に成立した。最
勝光院は建春門院滋子の御願により
法住寺殿という後白河法皇の壮大な

宮殿の中に建立された寺院である。
滋子は短い生涯ではあったが、後白
河法皇に愛され、高倉天皇を生み、
平氏の全盛期を現出したことでも知
られている。このように最勝光院は
華麗な建春門院の生涯を彩る寺院で
あるが、鎌倉時代になると堂宇も寺
領も維持が困難となり、空海創建の
東寺に預けられた。東寺では最勝光
院方という部局を置いて管理するこ
ととなった。もともと新見荘は在地
の開発領主大中臣氏によって、実務
官僚的な貴族である小槻氏に寄進さ
れたもので、それがさらに最勝光院
に寄進されたものである。大中臣氏
は公文となって現地を支配したが、
最近の研究で製鉄に関わっているこ
とが解明されている。領主の小槻氏
は鎌倉時代前期に「修理東大寺大仏
長官」に任命されていたことが知ら
れ、この氏族はもともと鉱物資源に
も関心があったらしい。
新見荘では文永 8年（1271）に領
家による大規模な検注が行われた。
このとき作成された「新見荘惣検作
田目録」によれば、98町9段ほどの
現作水田が計上されている。したが
って、当時この荘園全体で100ヘクタ
ールを越す水田で作付けが行われて
いたことがわかる。さらに年貢徴収
をみると、その筆頭には

吉野村田五町四段三十代　分鉄
二百七十三両　段別五両

とあり、水田1段に5両（約200グラ
ム：詳細な数値は算定不能だが、古

代中世の一般的な算定状況から1両
約40グラムで換算）の鉄が年貢とし
て賦課されていることがわかる。こ
の吉野村は現在の高瀬と呼ばれる地
区であり、高梁川の支流である西川
の上流域にあたるところである。こ
の検注の担い手は公文の大中臣重孝
であり、他に預所代と田所代も判を
しており、さらに領家からの御使い
もこれに加わっていた。地頭の判は
得られず、今後に問題を残したもの
の、領家は壬生流と大宮流に分かれ
て係争中ではあったが、荘園経営に
は積極的な姿勢を見せていた。
この地で、「タタラ場」はどのよう
に存在していたのであろうか。その
手掛かりの 1つが図2である。これ
は現在の高瀬と東隣の釜地区に存在
する「たたら」という地名を拾った
ものである。「鑪」、「鈩」などのつく
地名が10箇所ほど確認できる。たた
ら製鉄の痕跡を濃厚に示していると
いえよう。

公開実験によるたたら製鉄

鎌倉時代末期には、後醍醐天皇が
この新見荘を東寺に寄進し、南北朝
期以降戦国時代まで東寺の荘園とし
て存続した。中世の新見荘が所在し
た岡山県新見市は、荘園の伝統を大
事にしており、JR伯備線の新見駅前
には15世紀における東寺の代官と荘
官の一族であった女性の銅像が立て
られている（図 3）。さらに、たた
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図2　高瀬・釜のたたら製鉄にかかわる地名（電子国土webをもとに作成）



ら製鉄の実験施設を作って公開実験
を行っており、この火入れ式には東
寺長者が立ち会い、多くのボランテ
ィアが手動の送風装置を徹夜で動か
して銑

ずく

あるいは鉧
けら

と呼ばれる原料鉄
を作っている。この公開実験のリー
ダーである藤井勲氏は、新見庄中世
たたら伝承会を率いて、木炭と砂鉄
の調達から実験の成否に重要な影響
をもたらす炉床作りなど、実験全体
の差配を行っている。日本美術刀剣
保存協会が島根県安来市で国庫補助
事業によりたたら製鉄を行っている
が、日本刀の素材となる良質な原料
鉄を作るため、製造過程は非公開と
なっている。ここには村

むら

下
げ

と呼ばれ
るたたら製鉄の指導者がいて、伝統
的な技法を現在に伝えている。新見
庄中世たたら伝承会はこの村下から
伝統的な技法を伝授され、毎年実験
を繰り返しているのである。また岡
山県古代吉備文化財センターに勤務
する上栫武氏が実験をデータ化して
報告書の作成などを行っている。こ
のような復原実験によってたたら製
鉄の実態が解明されてきた。1回の
実験で約600㎏程度の鉧と呼ばれる
原料鉄が生まれる。このような実験
によれば、たたら製鉄は基本的に村
下と呼ばれる1人の専門家の指揮の
下で、多くの労働力と物資を集約す
ることによってできるものであるこ
とが確かめられる。
弘安 7年（1284）12月に作成され
た新見荘官物等徴符案という史料に
よれば、国貞名の名主は所当鉄13両

2分と分鉄9両3分の貢納が義務づけ
られていた。前項で検討した史料に
よれば水田1段について5両の貢納が
義務づけられており、所当鉄はおそ
らく名田に賦課されたものであり、
分鉄は国貞名の場合、「正作分田」
にかかるものと推定されるので、領
主直営の水田のなかで国貞名主に割
り当てられた鉄であったと考えられ
る。1人の名主が合わせて22両5分の
鉄の貢納を請け負っていたことがわ
かる。最終的にどのような製品を目
指す鉄が求められていたのかは不明
であるが、880グラム前後のものであ
ったと推測される。おそらくこれは
当時の名主たちにとって法外な負担
ではなく、多少無理はあっても日常
生活の中で負担できるものであった
のであろう。

「タタラ場」の実態を示す大成山
遺跡と名主たちのたたら製鉄

前述のように新見荘内吉野村で鉄
年貢が貢納されていた。吉野村はや
がて高瀬と呼ばれるようになり、現
代に至っているが、先に指摘したよ
うに「たたら」という地名はこの地
で多く残存している。また、砂鉄包
含層の露頭をこの高瀬の地で視認す
ることができ、地域内においてたた

ら製鉄が行われていたことは確実で
あるが、現在のところ明確な遺跡は
確認されていない。しかし、隣接す
る神代郷（この地の人々と新見荘の
荘官や農民が頻繁に行き来していた
ことは東寺文書によって確かめられ
る）の油

ゆ

野
の

には鎌倉時代から江戸時
代に至るたたら施設が存在したこと
が知られる。現在、その遺跡の多く
は湖底に沈んだが、良好な遺構がダ
ムサイトに移されて保存されている

（図4）。全体が大成山遺跡と呼ばれ
ているが、広域に及ぶ複合遺跡で、
鎌倉時代から近世末期まで確認でき
る非常に息の長い遺跡である。谷あ
いに存在するが周辺では水田耕作も
行われていたところであり、周囲の
村落から隔絶した立地では決してな
かった。ダムの減水期には周囲の山
肌が露わになるが、それらは砂鉄包
含層で成り立っており、砂鉄採取の
適地であったことをうかがわせる。
特に近世には高殿と呼ばれるような
大規模な遺跡が確認され、周囲は雑
木林の山並みとなっており、炭焼き
の適地でもあることがわかる。した
がって、まったく人跡未踏の地では
なく、里山という表現が当てはまる
ところに存在するのである。
前項の実験結果と大成山遺跡の立
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図3　新見荘に生きた女性たまがきの銅像

図4　大成山遺跡（湖底から山稜に広がる）



地を考慮すると、13世紀の後半、名
主とその配下の農民は次のようにし
て鉄年貢に関わる生産と貢納に従事
していたのであろう。
（1）秋の収穫後における砂鉄の採
取。小谷の沢の側面にある砂鉄包含
層の露頭の掘り崩し、用水溝に溜ま
った砂鉄を掬い上げる。小規模な水
田開発によって生じた廃土からの砂
鉄採取も行う。
（2）いったん名主のもとに集めら
れた砂鉄は牛馬によってたたら工房
予定地へと運ばれる。各工房には木
炭が集積され、たたらが設置されて
火入れが行われ、操業が開始される。
（3）古老的立場にあるエキスパー
トが金屋子神（図5）に祈りつつ、
たたら内の状況を判断して木炭と砂
鉄の投入を指示し、鉄製品の仕上が
りを予測する。
（4）純度が一様ではない1次製品
が解体され、近くの鍛冶工房に運ば
れて用途別に仕分けられ、再度加熱
して純度を高めた後、名主に渡され、
貢納品や市場売却分に分けられる。

たたら製鉄の特性

たたら製鉄は、鍛冶や鋳物師の歴
史とは違った道を歩んできたと考え
るべきである。小規模な生産は古代
から行われていたが、中世において
は、中国地方において豊富な砂鉄を
背景として荘園制の生産システムに
取り入れられ、貢納される状況が生ま
れた。ここでは荘園年貢を請け負っ
た名主が水田農耕と並行してたたら
製鉄を行っていたのである。このよう
に日常生活の中で長くたたら製鉄が
営まれ、中世の後期には鉄を扱う商
人が高梁川上流までやってきて鉄を
買い付け、他国の鋳物師や鍛冶に供
給する状況が生まれていた。このよ
うなくろがね商人は市場のみならず
生産現場にも現れて為替取引を行っ
て現物を運び出すこともあったと考
えられる。日本ではこのように比較
的安定した生産と流通が存在したた

め、鍛冶工房
でも職人の練
度が上がり、
武器や武具な
ども質の向上
が見られたの
であろう。中
世において武
器や武具が大
量に輸出され
た背景はこの
ようなところ
にある。ただ
し、中世にお
いて「たたら
師」（仮称）は職人集団になり得なか
った。
たたら製鉄は環境を大きく破壊す

ることなく、日本の農耕社会に寄り
添って行われてきたものであり、中世
から長期間にわたって良質な鉄製品
を供給し続けてきたが、明治から大
正期にかけて絶滅状況となった。こ
れはたたら製鉄と密接に関連する鍛
冶職人が従来の伝統を受け継いで、
近代社会でも長く命脈を保ったこと
とは対照的な位置にあるものであっ
た。もともと鍛冶職人は、集団で行動
し、技術を伝承することに存在意義
があったといえよう。また、鍛冶職
人同様に鉄製品（金属一般）を扱う
職人として鋳

い

物
も

師
じ

があった。その系
譜は古代以来、変貌を遂げながらも
現在に至っている。それゆえ、中世
から近世にかけて鍛冶や鋳物師は、
時に、政治的な発言を行いうる場も
確保できたといえよう。

近代の日本人はたたら製鉄の
サスティナビリティーを理解でき
なかった

『もののけ姫』に示されたタタラ場
は長期的な展望を持ち得ず、一過的
な、不安定な存在であったように印
象づけられている。これは、たたら
製鉄の実像を示したものとは言いが
たい。しかし、われわれの意識の中
には、このような「タタラ場」を受

け入れるバックグラウンドが広範に
存在していたように思われる。それ
は、網野氏が提唱した非農業民的史
観よりもさらに根深く存在するもの
であり、おそらく柳田國男が唱えた
常民の外側にたたら製鉄を位置づけ
ようとする潜在意識がわれわれの中
に働いているからではなかろうか。
なぜそのようになったのか。
近世末期、黒船の来航に象徴され
るように、日本人は西洋文明の圧倒
的な力を眼前にして、その移入こそ
焦眉の急であることを思い知らされ
た。中心的な課題の1つに「鉄」の
存在があったのである。当時、西欧
に普及していた「反射炉」の移入に
全力を上げ、大砲の製造に力を注い
だ。「反射炉」は脱亜入欧の象徴的存
在であったといえよう。その際、も
はや捨て去るべきものと考えられた
のがたたら製鉄であったのである。
しかし、実際には、生産力の面で反
射炉はたたら製鉄を凌駕するもので
はなかったのであり、明治20年代に
入って高炉および転炉の普及により
ようやく鋼鉄を作る近代的技術が確
立したのであった。この間に、たた
ら製鉄は里山を背景とする主力の産
業として存在したにもかかわらず、
近代化を急ぐ日本人の意識の外に置
かれ、日常性からは切り離されて考
えられるようになったのであろう。
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図５　高瀬にある金屋子神社


